
講　演　２

日本における統合報告の現況

宝印刷株式会社総合ディスクロージャー＆IR研究所 上席参事　大　津　克　彦

　宝印刷総合ディスクロージャー＆IR研究所の大津でございます。どうぞよろしくお願いします。

　（シート２、３）今日私がお話しさせていただくのは、先ほど来、諸先生方がアカデミックなお

話をされていますので、私からは今、現場で起きていることやこの統合報告書が企業で求められて

いることに対して、企業の担当者の方もしくは経営者の方たちがどのように考えられているかをご

紹介したいと思います。

　まず、世界のSRI市場の状況をお示しします。世界全体では13.6兆ドルありますが、その中のわ

ずか640億ドル、これが日本のSRIファンドの金額です。これだけ日本が小さく、世界はこれだけ

広まっているということからすると、やがて日本もそういったものに従っていくことになると思わ

れるわけです。実際に2015年９月GPIFがPRIに署名しました。きっとこれから、ほかの団体も署

名されていく、追従していくと思われます。そこで必要になってくるのが統合報告書ではないかと

思われます。

　（シート４）この統合報告書ですが、組織の戦略、ガバナンス、実績および見通しが、その外部

環境においてどのように、短・中・長期的な価値創造につながるかを示す簡潔なコミュニケーショ

ンであると思います。これはIIRCが提唱しており、財務情報と非財務情報、統合報告でこれが重

要になるのですけれども、ここの中心に企業価値があるということ、これはまさしくIRが言って

いる情報と同じだと思います。

　（シート５、６）そしてスチュワードシップ・コードとガバナンス・コードがあります。スチュワー

ドシップ・コードについては機関投資家向けに設けられたコードであり、コーポレートガバナンス・

コードについては企業側に求められたコードです。お互いのコードが示されたことで、この両コー

ドのことをよく車の両輪に例えられます。車の両輪というのは、ただそこに止まっていたら何もな

い状態なので、企業としては前に進む、活動しなければならないわけです。そうすると、そこには

誰かがハンドルを握らなければならないという状況があります。まさしくこれが企業の経営者がハ

ンドルを握り舵を取るということで、その舵を取ったときに、その方向が正しいものか、なぜそっ

ちのほうに取るのかということが問題になると思いますけれども、外部から見たら、なかなかそれ

が分かりませんのでしっかり説明していく。それが統合報告書の役目ではないかと思っているわけ

です。
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　（シート７）これはIIRCが発表した統合報告におけるフレームワークです。先ほど来、諸先生が

お話しされていましたけれども、この中でも「６つの基本原則」と言われているのがあります。「戦

略的焦点と将来志向」、「情報の結合性」、「ステークホルダー対応性」、「重要性と簡潔性」、「信頼性

と完全性」、「一貫性と比較可能性」、いろいろありますが特にこの６つの原則は、しっかりと認識

をしておく必要があると思います。

　（シート８）その中で重要なのが、非財務情報になります。この中でキーワードになるのが「長

期的企業価値」「サイロ型組織の打破」、それから「ESG情報」になると思います。「長期的な企業

価値」は今までの短期的な収益だけにとらわれて売買をしていくという投資のスタイルから、反省

を見て、長期的にパフォーマンスを見ていこうとなってきたわけです。それとサイロ型ですが、あ

まり最近サイロなどは見たことないと思いますが、牧場にそれぞれのサイロが立っている状態であ

ります。企業の中にも同じような話があり、総務部・経理部（金商法、会社法）、総合企画部それ

からIR、それぞれの部門が組織の中に存在しております。ただそれは、それぞれの業務を執行す

る上で、企業を代表して何か価値を伝えられているかというと、不十分ではないかと思われます。

そこで「サイロ型組織の打破」をしようということであります。横との連携をもっと深めて、企業

としてメッセージを伝えていくべきだと思います。

　それとやはり「ESG情報」が、先ほどの投資の対象としても非常に重要だというお話がありま

したけれども、世界ではESGの中でも特に環境について、非常に注目されております。今度、

COP21が11月にフランスで行われますが、大変注目されています。

　これは、ある会社の社長にお話しをしていただいたのですけれども、海外のIRロードショーに

出向いたときに、投資家が「プラスチックスープ」についてどのように考えているかとそのトップ

の方に聞かれたそうです。皆様の多くは「プラスチックスープ」という言葉を聞いたことないと思

いますが、当然その社長も聞いたことがないので、何を言っているか分からなかったとおっしゃっ

ていました。実は、海に浮かんで漂流しているポリ袋のことを「プラスチックスープ」と言ってい

るそうです。それをウミガメが食べてしまって、ウミガメが減ってしまっているという状況が起き

ているそうです。何でそんな話を社長に聞いたかというと、要は環境について、どのようにあなた

の会社は考えているんだということを聞いている、ということだったそうです。後で聞いて、ああ、

そういった意味で、環境というのは、いろいろなところで今は重要視されているのだと思われたそ

うです。

　（シート９、10）そして、情報を伝えるコミュニケーションについて考えると、統合報告書の主

な読者は、機関投資家ということになりますが、彼らに読んでもらわないと話にならないわけです。

アクションを起こさなければ気がついてももらえません。そしてアピールするべき点が、読み手に

伝わる工夫が必要なわけです。そのときに成長戦略が必要になってくるわけです。数字に基づく量

的な成長戦略と、数字にあらわれない質的な成長戦略が非財務情報と言えるものだと思います。特

に最近は、先ほど申しましたように、環境が重視されていますので、しっかりと伝え、戦略として
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伝えるべきだと思います。

　そして何より、報告書を皆さん一生懸命つくられますが、基本的につくった後は受け身で、資料

請求があったら送るというようなことが多いのですが、せっかく発行しているんだからもっとア

ピールする、そういった場を設けたほうがよろしいかと思います。説明会でお話しするとか、決算

説明会のときに統合報告書を配るとか、そしてその内容について企業価値をお伝えするとか、そう

いうことに使われたらよろしいかと思います。統合報告書というのは１つの書類であり、ツールの

１つでしかないので、それは使わないと何も起こらないということです。

　（シート11）ここにある成長戦略、CSV、共有価値創造（Creating Shared Value）。先ほどこち

らについても、先生がお話しされていましたけれども、マイケル・Ｅ・ポーターらが論文で発表し

た考え方です。そういうことからすると、単にCSR、フィランソロフィーだけじゃなく、もっと

戦略的に使うべきだ、というお考えだと思います。では、CSRレポート、もしくはCSR活動は要

らないのかと誤解されがちですが、決してそんなことはないと思っております。

　また、バリューチェーンの生産性を再定義するとありますが、バリューチェーン、昨今でもいろ

いろ企業で不祥事が起きています。つい最近のことで言えば、まさに横浜のマンションが傾いてし

まったあの問題も、大手ゼネコンが元請でありまして、その下請の下請、そこが杭打ちをやってい

たという話をされても、結果的には元請の企業に大きなダメージが起きて、信用失墜ということに

なるわけですから、そういったバリューチェーンについてもしっかりマネジメントする必要がある

という事例だと思います。

　（シート12）統合報告書というレポートをどのくらいの企業が発行しているのかを見てみました。

2014年12月末時点で確認できていたのが142社でした。2015年はスチュワードシップ・コードと

コーポレートガバナンス・コードの両コードが揃いますので、一気に伸びて、恐らく200を超える

のではないかと見ております。142社のうち、バイリンガルにレポートをつくっている会社を

Webなどで確認ましたが、確認できた140社中137社が、和文も英文もレポートとして発行してい

るのが分かりました。また、Webだけで開示している会社と、例えば日本語だけ冊子をつくって

いる会社と、英語版についてはWebでPDF形式で載せている会社もありますので、そういうも

のを含め92.7％の会社が、和文、英文をつくっています。ほかの言語でもつくられている企業も

あります。

　なお、南アフリカでは発行を義務付けられています。また、インドも９月のニュースで、CSRを

推奨すると発表がありました。そうすると、日本でもいろいろな圧力や、要請が来るのではないか

と思われます。

　（シート13）このスライドは、先ほどの142社の株価を2008年９月のリーマンショックから指数化

したものです。2014年末までに統合報告書を発行したものをさかのぼって、指標化して比べたもの

です。赤い（上の）ほうが統合報告書を作成している会社の平均です。下の青い線であるTOPIX

と比べると、これだけの乖離がありました。実際にグラフ化するまでこれほど乖離するとは思って
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いませんでしたので、非常に興味深いデータが取れたと思っております。

　これは当然、逆説的に統合レポートを発行すると株価が上がるとか、そういうことではないので

ご理解のほどお願いします。余談ですけれども、この142社を集めてファンドをつくると非常にい

いパフォーマンスができるのではないかと思っております。

　では、先ほどの142社がこれから200社ぐらいになるのではないかという読みをしているのですけ

れども、この発行企業数について、先ほどのグラフでは非常に勢いよく伸びているのが、この図を

見ていただくとおわかりになると思います。

　（シート14）これは東証の上場企業3,500社を、大体の層で、私が目測したものですが、先ほどの

140から200社が一番上の先進企業とすれば、下に残っている企業数というのは、ものすごくあるわ

けです。先進企業は全体の中で５～６％ぐらいでしかないということがわかります。そういった意

味でも、まだまだこれから伸びていくと思われる一方、後ほどの問題提起にもなりますが、これを

全社がつくっていくようになるのか、いろいろなコストもかかりますし、考え方もいろいろござい

ます。そういった中で、日本の市場では、わずかこれだけの企業しかつくっていないというのが実

態です。

　（シート15）では、なぜ統合報告書を発行する企業が少ないのか。こちらはレポート作成に向け

た企業側の意見ですけれども、左側の積極論のほうはいいのですけれども、右側の消極論を読んで

みますと、費用対効果がはっきりしない、統合報告書を利用してくれるかどうかわからない、開示

資料が増えることが恐ろしい、細か過ぎる開示を求められる、現状のアニュアルレポーレポートや

CSRレポートで十分に機能している、という意見があります。これはほとんどが、日本IR協議会

が年１回まとめている調査結果とほぼ同じ回答です。そういった意味では、統合報告もまさにIR

ではないかと思っている次第です。

　（シート16）では次に、問題点を見ていきたいと思います。情報発信にまつわる問題点というこ

とですが、ここに挙げましたように、企業は法定開示、任意開示と多数の資料をつくっています。

これにファイナンスがあると、それに対する届出書や目論見書などもあります。金商法と会社法と

重復した情報もこの中には多々あるわけです。こういった状況がありますので、さらに書類をつく

るのかという部分については、分からないわけでもないという気がします。

　まず１つ言えるのが、統合報告書をつくる上で、統合思考を持って、自社の強みや弱みを知った

上で、企業価値を整理して伝える工程を行っている、そういうレベルの会社であるということの見

極めの１つに統合報告書が活用できると思っています。

　（シート17）具体的なレポートの事例を少し見ていきたいと思います。これは古庄先生もおっ

しゃっていました統合的報告書に当たるのではないかと思いますが、アニュアルレポートとCSR

レポート、こういったものを一体化して作成する形式ですとか、その他いろいろな形があります。

会社案内型のようなものもあります。これを作成する上で、IR部門が会社の中にあります。それ

とCSRレポートをつくっているところはまた違う部署にあるわけです。そうしますと、企業例の
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話を聞く限りでは、かなり壁があると実感しております。お互いが情報を出し合って、１冊に合冊

して出しているというのも致し方ない気もしますが、まずそこから取り組むというのも１つの方法

だと思います。

　これも過去に聞いた話ですが、ある大手電機メーカーがアニュアルレポートをつくっていました。

もう10年近く前の話ですがその会社のアニュアルレポートに、当然社会活動のページも設けてあり

まして、そこに環境の報告もありました。どういうつくり方をしているかといいますと、まずアニュ

アルレポートをつくってしまって、環境に当たるページだけ空白のままあけておき、環境部門を取

りまとめているデータが来るのを待って、そこに当てはめて１冊に合体して帳尻を合わせるという

やり方をしていました。

　そういったやり方を続けていたのですけれども、あるとき、統合報告書の話をしたところ、環

境部門の方たちは驚かれていて、要は環境レポートは、しっかりしたものをつくっているんです

ね。しかし、投資家に向けて環境の情報を価値を伝える意味で載せるというのは、考えてみたこ

ともなかったとおっしゃっていました。現在は、その会社はかなり立派なレポートをつくってお

ります。

　別の事例として、オムロンは統合レポートと詳細な財務情報が１冊になっているのではなく、財

務情報は年次財務報告として、これは48ページの別冊のものを有価証券報告書から抜粋してつくっ

ています。１冊に全てまとめるのが統合レポートということではない、ということの例だと思いま

す。

　オムロンにも、いろいろお話しする機会がありますが、やはりこういったものをつくるまで３年

は確実に要したとおっしゃっていました。オムロンと聞くと、体温計などを思い出しますがセンサー

の技術力が高くて、いろいろなところで使われているわけです。そういった技術を、社員の方たち

もなかなか知らなかったということもありまして、この統合報告書をまとめていく上で社内でも自

分たちのやっていることはこれだけ価値があるんだということを認識されたということで、この統

合報告書づくりに取りかかってよかった、とおっしゃっていました。また、オムロンはCSRレポー

トをWebのほうで別に継続して開示しております。

　別の事例としては、吉野家です。吉野家は、今はホールディングスなので、牛丼だけではなく、

いろいろな事業をやっています。そのあたりを、ホールディングスのそれぞれの社長を集めてディ

スカッションしているというのを、コーポレートレポートの特集として発行しています。

　（シート18）統合報告書は難しい、と考えられている会社は多いですが上場企業では義務で法定

開示書類をつくっているわけです。そういった意味では、その法定書類をもう少し活用していくと

いうのも１つの方法ではないかと思っています。それと、招集通知も数年前に比べると大きく変っ

てきています。かなり読みやすさを重視したものになってきていますし、定性情報も積極的に載せ

るようになってきています。それにまず、例えば招集通知であれば間違いなく、必ず株主にアプロー

チができる書類なわけで、そういったものを活用しないのはもったいないと思います。
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　それと、このグラフは、招集通知を英訳した数を東証で発表しているものをもとに弊社の研究部

でまとめたものです。2014年から2015年の２期比較なんですが、招集通知の英訳は454社、全体の

22％、東証一部では441社、35％になります。これだけの企業が、今は招集通知を英訳して議決権

行使の促進に役立てているという状況です。

　あと事例として、フロイント産業では、株主通信を統合報告書のレポートにしているという例も

あります。株主通信は、封筒に２つに折られて、株主のところに届くスタイルのものです。この内

容を統合的な思考でまとめて統合報告として発行しております。この会社はIR をほとんどやられ

ていなかったようですが、機関投資家にお会いしている中で、企業に対していろいろ質問される。

そういったことであれば、統合的思考でつくったほうがいいのではないかと。しかし一方で、統合

報告レポートでいきなりつくるのは、体力的にも人的パワーも足りないので、まず株主通信から手

がけてやりました。というふうにおっしゃっています。この会社は、株主通信を英訳してA4版に

作り直し、アニュアルレポートとして使っています。こちらは前年度はわずか28ページでしたが情

報を充実させ今回は40ページに増えておりました。

　（シート19）また、先ほど多言語、英文版もつくっているという話をしましたが、会社によって

は中国語版やほかの言語でつくっている会社も、最近では見られるようになりました。

　（シート20）そして女性の活躍推進、安倍政権で成長戦略として女性の社会進出が盛んに言われ

ておりますのでこちらも報告書の中で開示が進んでいるという傾向にあります。特に事業の性質、

商品の性質上あると思いますが、ユニ・チャームやリクルートホールディングス、珍しいところで

は九州電力も、女性の活躍という部分については、非常にページを割いて充実しております。

　（シート21）冒頭で案内しましたけれども、スチュワードシップ・コードとコーポレートガバナ

ンス・コード、そこで建設的な対話が起きており、実施しなければならないことを認識したわけで

すけども、ここでコミュニケーションについて、伝わっているはず、伝えているつもり、それは受

け手の問題なのか、伝え手の問題なのかということを考えてみました。そこでコンテクストマーケ

ティングを考えてみました。

　ハイコンテクストは、簡単に言えば一を言えば十を知るようなことです。ほとんど会話がなくて

も通じてしまうということが島国ということもあるんでしょうけども、日本ではそういう傾向が

あったわけです。

　一方、ローコンテクストは必ず言葉に出して言わないと絶対伝わらないこと、価値も伝えないと

伝わらない、動いてくれないといことです。これはどちらかというと、話し手の能力が高いことが

求められるということです。ハイコンテクストは、説明があまり要らないので、理解するほうの能

力が求められるということです。

　（シート22）このようなことから、コミュニケーションの問題点として挙げますけれども、ロー

コンテクストを前提に情報を伝えなければなりません。日本もグローバル化しているということと、

日本の企業も組織が大きくなってきています。そういう意味では、一を言って十を知ってくれる組
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織では無くなってきているわけですので、言葉に出してしっかりと伝えなければいけない。それは

当然、海外の方に対してはなおさらのことです。そういう意味で、このコンテクストについては充

分注意して、もう通じないものだと思ってコミュニケーションするというぐらいのことをしないと

いけないと思います。

　それと、そういう意味では、いいものをつくっていれば理解してくれるという時代ではありませ

んので、これだけ価値のあるものをつくっていますというのをアピールしなければならないという

ことです。

　（シート23）冒頭にありましたように、企業情報には財務情報と非財務情報とあるわけですけれ

ども、現在は非財務情報が非常に重視されてきています。非財務情報が重視されるということは、

これまでは財務数値だけで企業価値を判断されていた傾向があったわけなので、チャンスととらえ

て、非財務情報をもっと理解していただくように伝えるということが、今やらなければならないこ

とで、そういうチャンスがあるんだと思っていただければと思います。

　ここで、例としてユニリーバを見てみましょう。ユニリーバは、サスティナビリティについては

非常に力を入れて、新興国でのビジネスの展開をお手伝いしたり、手伝っているだけではなくて、

CSV的な考えで自分たちのビジネスを広げることをしっかりやっている会社です。財務にあらわ

れないところを一生懸命伝えようと、以前から行っている会社の１つの例です。

　（シート24）まとめになりますが、媒体、報告体系は、各社さまざまでいいと思います。横並び

の開示は求められていないわけです。統合報告は万能でもありません。そういった意味では、「統

合報告書も見るけれども、ほかのものも見られている」という認識を持っていただきたいと思いま

す。これはある機関投資家の方から聞いた話ですが、統合報告書を見て、これはいい会社だなとい

うことがわかり、ちょっとひっかかってくるとほかのものを見ていくとおっしゃっていました。で

すから、例えばCSRレポートで言っていることと、統合報告の中で言っていることが統一されて

いないと、これはやはりだめな会社だなと判断する、とおっしゃっていました。そんなこともあり

ますので、しっかりと見られているという意識でつくったほうがいいと思います。

　そして、原則はやはり押さえていないといい判断はできません。これは１つの例えですけれども、

型破りと型無しという言葉がありますが、これは歌舞伎から来ているらしいです。型破りというの

は、型をしっかりと学んで、そこから新しいものをつくっていくということで、それを型破りとい

うそうです。一方、型無しというのは、型を学ばずに目先のものでちょっと目新しいものだけでつ

くっていくということで、これを型無しというそうですが、納得できるような言葉だと思っており

ます。

　（シート25）そして最後ですが、大きな誤解として、統合報告書の発行により先ほど来話してお

ります環境報告書やCSR報告書、これを見たいと要求しているステークホルダーもいるわけなの

で、やはりそういった情報は継続して発信すべきではないかと思っています。

　統合報告書は単なるツールの１つでしかありません。また、発行自体が目的ではありません。で
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きたものをそこに置いてあるだけでは何も起きません。大いに使っていただきたいと思います。

　以上です。ご清聴ありがとうございました。
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（シート１）

（シート２）
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（シート３）

（シート４）
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